第１回笠岡市創生総合戦略懇談会議事要点録
○　日　　時：平成２７年４月１７日（金）１５：００～１６：４５
○　場　　所：笠岡市役所　分庁舎２階　教育委員会会議室
○　出席委員：１４名

宇野委員，遠藤委員，大嶋委員，国本委員，蔵本委員，小林委員，
佐藤委員，津田委員，鳴本委員，長谷川委員，原田委員，東山委員，
三谷委員，守谷委員
· 職　　員：三島市長，天野副市長
　　　事務局（岡本政策部長，企画政策課：水田課長，村上，
定住促進センター：黒田所長，森山主査）
○　内　　容：下記のとおり

１　委嘱書の交付
　三島市長が，委員名簿順に各委員に委嘱書を手渡して交付した。

２　市長あいさつ（抜粋）
　本日は，皆様方におかれましては，お忙しいところお集まりいただきまして，誠にありがとうございます。また，日頃から笠岡市行政に格別のご尽力を賜りまして厚くお礼申し上げます。
笠岡市でも，目指すべき将来の方向性や基本的な施策の方向性及び人口の中長期展望となる「人口ビジョン」及び，今後５か年の目標や施策の基本的方向，具体的な施策をまとめた笠岡市版の「総合戦略」を策定することになりました。
　去る２月には，幹部職員で構成する「笠岡市創生総合戦略推進本部」を立ち上げ，これまで数回にわたって本部会議を行ってまいりました。本日は，そこでまとめた骨子案についてお示しいたします。
　この地方版総合戦略の策定に当たりましては，これまでのノウハウと施策の検証を踏まえ，笠岡市で既に策定しております定住促進ビジョン，産業振興ビジョンを更に創造的に発展させていくことが必要不可欠でございます。新たな時代の流れに対応した笠岡らしい戦略を，ここにいらっしゃる委員の皆様をはじめ，笠岡市民の英知を結集して作り上げてまいります。

委員の皆様方からは忌憚のないご意見・ご提言を頂戴し，皆様の声や思いを反映したよりよい戦略を作り上げていきたいと考えておりますので，どうぞよろしくお願いいたします。
３　自己紹介

　座席順に自己紹介を行った。

４　会長及び副会長の選出

　委員の互選により，以下のとおり決定した。

　　　会長　　大嶋　元義　委員
　　　副会長　佐藤　芳子　委員
　　　　席移動後，会長及び副会長から簡単にあいさつをいただいた。

５　議　事

（１）まち・ひと・しごと創生「長期ビジョン」と「総合戦略」について

国の「長期ビジョン」と「総合戦略」について説明。

（２）笠岡市まち・ひと・しごと創生総合戦略（仮称）骨子（案）について

　　笠岡市の人口の現状と推計について，さらに戦略の骨子案について事務局から説明。また，戦略の名称案の提案を依頼。
＜意見の要旨＞

委員：長い。国は「創生」，「戦略」という言葉を入れることとしているため，「笠岡創生戦略」はどうか。
委員：事務局案は３つのポイント（まち・ひと・しごと）が挙がっていて良い。よく考えられている。
　→戦略の名称は「笠岡市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に決定。
委員：笠岡市の出生率は全国平均を下回っているはずだが，この推計どおり人口を推移させようとすると，出生率をかなり上げていかなければならない。
事務局：人口推移表は，国が2060年に1億人の人口を目指すために用いた出生率を笠岡市に当てはめたものであり，参考資料として見て欲しい。

委員：この数字を笠岡市に当てはめて目標を立てていくと，現実と大きく乖離する可能性があり，戦略の立て方に大きな間違いが起こるのではないか。よく検討して欲しい。
委員：企業誘致の取組について，現在も優遇制度があるものの県有工業団地が売れていない。地盤が軟弱だとか震災の影響だとか聞くが，隣の福山市では売れている。県知事は，売り方に問題があるのではないかと言っていた。現在の取組の周知と更なる充実を。

市長：県と同じになるよう，優遇措置のかさ上げを行った。さらに，土地の単価を下げるよう，県にお願いしている。ＰＲ不足については，今後検討していく。

委員：これから生まれる人に対してどうしていくかが，１番大事な視点ではないか。
市長：国にない「エ　子どもが健やかに育つ環境をつくる」という項目を，笠岡市独自で入れて皆さんに提案している。笠岡市の子どもが地元で就職するような環境をつくることも，行政の仕事だと考えている。

委員：人口動態の表に男女別の数字を入れて，どういう問題があるのか分析して欲しい。

委員：安倍総理が「女性が輝く」とよく言っているが，「女性」という言葉を入れるのはどうか。
事務局：当懇談会には女性委員に多く入ってもらい，女性の視点でこの戦略を作っていく意気込みである。また，ここに記載はないが，女性に関する取組については，事務局の中で話が出ている。

委員：上位計画である総合計画との整合性も今後検討すべき。
事務局：総合計画も戦略も向いている方向は同じであるし，整合を図りながらやっていく。
（３）その他

　　今後のスケジュールについて，事務局より説明。

＜意見の要旨＞

委員：住民が意見を言える場がないように思える。
事務局：ここにお集まりの皆さんが住民の代表である。他の市民からは，パブリックコメントという手法で，広報紙等で周知しながら，また市議会にも情報提供しながら意見をいただく。さらに，若者意識調査を実施する。現在は質問事項を詰めて，業者と打ち合わせている状況である。２回目の懇談会で，結果をいくらか提示したい。
委員：質問内容を具体的に知りたい。というのも，家を建てるときに，里庄町に建てる人が多いため，その原因が分かればと思う。
副市長：中国５県の中で出生率が１番低い岡山県の中で，なおかつ笠岡市の出生率が１番低い。それがなぜなのかという問題意識等に基づいて調査事項を検討しているので，質問事項の提案があれば近日中にいただきたい。
委員：若者に限らず，広く意見を募ることはできないのか。
副市長：笠岡市では２年に１度，市民意識調査を実施している。自由記載欄もあり，そこに書かれた意見を市政の参考にしている。
委員：保育所の保護者会等で意見を募ったほうが良いのではないか。

委員：ネットを活用するのはどうか。
事務局：意見募集はＨＰでも行っていく。アンケートについては，紙媒体の方が回答率が高い傾向があるので，紙で行う。

委員：子育て世代の方や女性については，別途意見募集の場を設ければ良い。また，個々の項目について，発言する場が２回目の懇談会だけでは足りないかもしれないので，事前にアンケート形式で委員に意見をもらうなどの工夫をしていただければ。

事務局：意見は随時いただきたいので，方法は検討してお知らせする。

委員：ＨＰに懇談会の内容を載せるか。

事務局：載せる。

委員：なぜ転出したかの調査はできないか。

事務局：転出入時に市民課の窓口でアンケートを行っている。集計結果をお渡しする。

委員：素案は２回目の会議の前に，前もって送ってもらえるか。

事務局：送る。

以上

